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岡山県笠岡湾干拓地の持つレクレーション価健の経済評価

一大空と大地のひまわりカーニバルを対象として一

駄白井 久(岡山大学大学院環境学研究科)

佐藤 豊信(岡山大学大学院環境学研究科)

中島祐喜(元岡山大学農学部)

1.研究の課題と自的 主なイベント内容は広大なひまわり熔と航空

岡山県笠岡湾干拓地では，休耕地等の遊休資源の ショーである また，笠間市周辺地域の特産品の販

活用を目的として， I大空と大地のひまわりカーニ 売・フリーマーケット・飲食屋台なども開催されて

パルJ(以下，ひまわりカーニパノレ)を開催している いる.

しかし，その経済的な価値が明確にされておらず，

開催の意義が間われている.そこで，本研究では 3. アンケート調査の概要

ひまわりカーニバルの経済評価を，①トラベルコス (1)調査察の概要

ト法， G号来場者の主観的な評価，③会場内での飲食・ ひまわりカーニパルの経済価値計測に必要となる

物品の購入などの経済波及効果の3種類で行い，費 データの収集のためにアンケート調査を実施した.

用対効果を明らかにした. アンケート質問表は，①回答者の属性，②トラベル

更に，入場料金を課した場合(現在，ひまわりカー コスト法による計測に必要となる出発地・交通手段・

ニパルの入場料金は無料)の来場者数のシミュレ一 向行者などに関する項目，③ひまわりカーニパルの

ションを行った この結果を尽いて，開催費用の回 参加に対する最高支払い意志綴の計測に関する項

収方策の検討を行った.

2. ひまわりカーニバルの概要

ひまわりカーニパルは，笠陪湾千拓土m内にある笠
岡ふれあい空港と周辺農地(約 11ha)を利用して

開催されている. 2006年度の来場者は約3万人で

あった (2006年 8}j20 B開催).前述のように，

現在の入場料は無料であり，開催費用は約600万円

である(笠岡市負担額・約250万円，岡山県負担額:

約250万円，笠岡商工会議所等の負担額:約 100万

円). 2006年で7回目の開催である.
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図1.会場までの所要時間

表 1. アンケート密答者の属性

度数 % 度数 % 度数 % 

性別
男役 120 58.5 3空間市 24 11.7 初来場 122 59.5 

女性 84 41.0 念数市 45 22.0 2回目 37 18.0 
来場回数

~29 歳 30 14.7 総山市 36 17.6 3回自 23 11.2 

30歳代
居住池

!蒋山県内(f也) 4回目以上 22 10.7 56 27.5 
(出発地)

40 19.5 

年代 40歳代 33 16.2 福山市 39 19.0 

~ 50歳代 33 16.2 広島県内(他) 11 5.4 

60歳~ 52 25.5 その他 2 1.0 
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自，@経済波及効果の計測に必要となる，会場内で

の購買行動に関する項目，⑤ひまわりカーニパルの

評価に関する項目，の 5項目で構成した.なお，ア

ンケートは，来場者のグ、ループの代表者 1名を対象

とし，直接聞き取り方式で実施し，全204サンフ。ル

を得た

(2)回答者の属性

回答者の主なE毒性は，表 1iこ示すとおりである.
男性 120名 (59%)，女性 84名 (41%) であった.

年齢層に関しては， 60歳代以上と 30歳代が多く見

られた 全員が，居住地から来場していた.居住地

は，倉敷市内，次いで向山市以外の岡山県内，福山

市の11渓に多くなっていた. また，多くが，初来場で

あった.会場までの所要時間は，大半 (52%)が

30分以内であり，近距離からの来場者が多く見ら

れた(図1).

間行者は，配偶者のみ:約 50%，家族(親+子供)・

約 40%，友人・知人:約 10%となっており，王子均

時行者数は， 3.3人であった.アンケート問答者の

余員が， r今日の図的地がひまわりカーニパノしのみJ
と@]答した.

4. ひまわりカーニバルの経済価値の計測

(1) トラベルコスト法による経済価値の計測

1)来場者の交通手段

回答者の大部分 (95%)は，自家用車を利用して

来場していた.自家用車 1台あたりの乗り合わせ人

数は，約 2.6人であり，有料道路の利用割合は，約

12%であった.自家用準以外の交通手段は， JR+ 

最寄り駅(JR笠IlUJ!択)からのタクシー (2%)，自

転車 (2%)，徒歩(1%)であった.

2) トラベルコストの計澱方法・結果日

トラベルコストによる経済価値の計測には，会場

までの交通授を用いた. なお，開催当日がEl日程日で

あることから，移動If吉田の機会費用は考慮しなかっ

た.従って， 自転車及び徒歩での来場者の交通費は

ゼロである.また，前述のように，来場者の本日の

目的地はひまわりカーニパノレのみであると考えられ

るために，他来訪地への支ち寄りは無いものとした.

自家用車利用者の交通費は，ガソリン代金及び有

料道路の科用料金を用いて計測した.ガソリン代金

は，居住地の市役所・役場から会場までの距離を基

に，燃費 10km/11，ガソリン倒格 140門nで計測
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した 有料道路は，自家用車の 12%が和用し，利

用料金は， 1，800円/台(アンケート回答者の有料

道路利用料金の平均)であるとした.なお，タクシ一

利用者に関しては，居住地からの最寄り駅までの

JR料金及び最寄り駅から会場までのタクシー料金

を用いた.

その結果， トラベルコストによるひまわりカーニ

パルの経済価鍍評価額は，約 730万円(ガソリン代

金:約 500万円，有料道路利用料金・約 180万円，

JR+タクシ一利用料金:約 50万円)であった.

(2)来場者の主観による経済価値評価

1)計演IJ方法

来場者の主観的価値の計測には，図2に示す質問

表を用い，ひまわりカーニパルに対して，最大限支

払っても良いと考える入場料金を計測した. この結

果を用いて，ラ!と場者の主観的評仰iの計測を行った.

なお，アンケート 11寺に，居住地から会場までの交通

費を考慮した上での回答するように，注意、を促した

2)計測結果

アンケート調査の結果， r入場料金が必要ならば
参加しない (0円)J との回答が最多く，次いで 100

円/人， 300門/人の11瞭であった.なお，問答者の平

均最大支払い入場料金は，約 260丹/人であった 2)

この結果を用いて，入場料金変化時の来場者の推移

照 仮に入壕料を支払うとしたら v あなたは，畿

大磁いくらまで払っても良いですか?

(大人一人当たり)

1入機料が必姿なら参加しない

2.100丹 3.200同 4.300同 5.400同

6. 500同 7.600同以上( )河

700 

600 

入 500
謬 400

料 300
金 200

100 

。

図2.主観的価値評舗に照いた質問表

直線図繍式
ト¥ y = -0.0193x + 596.18_ 
¥子、 R2 = 0.9813 
¥¥  

¥¥  

、t¥、
¥¥  

o 5000 10000 15000 20000 2500日 30000 35000 
入土器者数

図3. 入場料金と入場者数との関係
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3001伺~

-3000丹

-2000円

主観的評価・約 890万円，③経済波及効果:約 1，700

万円であった このことから，ひまわりカーニパル

の持つレクレーション価値:約 1，700万円(①+②)， 

社会的経済価値総評価額.約 3，300万円(①÷②

+③)であると推測された(表 2).前述のように，

ひまわりカーニパルの開催費用は，約 600万円であ

る.このときの，純経済効果は，約2，800万円であり，

経済的な視点からの開催の意義は，一十分に存在する

-1000円

-500円

。円

49 I と考えられる(表 2). しかしながら，開催費用の

回収は，行われていない.そこで，以下では，入場

料金を課すことによる，開催費用問収の可能性に関

して考察した. なお，ひまわりカーニパノレ会場への

入場口は lヶ所であり，来場時に入場口での入場料

の徴収は実現性は高いと考えられる

O 20 40 60 

国4.会場内での購入金額 (1グループ平均)

を求めた.その結果，関3に示すような直線回帰式

(入場料金:Y = -0.00193 x入場者数:X + 596.18) 

が得られた. この直線回帰式の下部の面積が(罰3

の影の部分)，主観的評価による経済価値の総額で

あり，その額は，約 890万円であった.

(3)飲食・物品購入などの経済波及効果の計測

ひまわりカーニパルの会場内で販売されている，

農産物，飲食物等の購入金額を各グループに調査し

た(関心.その結果，平均購入金額は， 1，500門/

グループ， 570内/人であった.

5. ひまわりカーニバルの翠用対効果の比較

以上の様に，ひまわりカーニパルの持つ経済価値

は，①トラベルコスト法:約 730万円，岳米場者の

6.開催費用活収の可能性の検討

図3に基づき，笠岡市が負担している約 250万円

の開催費用の回収の可能性を検討した.その結果，

入場料金:約 100内/人を徴収することにより，費

用回収が可能であることが切らかとなった(表 2).

このとき，入場者数は約 26，000人(現在と比較す

ると約 14%の減少)であり，続経済効果は約 280

万円減少する.

入場料金を 300門/人に設定したときに入場料金

収入が最大となる. この時の，入場者数は約 15，000

人(現在と比較すると約 50%減少)し，純経済効

果は，約 1，450万円(現在と比較すると，約 50%減

少)する.また，入場料金収入は，約 450万丹であ

り，開催費用総額の約 600万円の凹収は不可能であ

る 開催費用総額の回収には，来場者数を約 20%

増加させ， 290円/人の入場料金の徴収を行う必要

がある.

表2. 各ケースにおける経済効果の比較

総経詰守的{州立(万|τJ)①

レクレーション悩1I立 入場料金 入場者数
入場料金

告司i経費用
純絞済効よ長

票差済波及 (1弓/人) (千人)
収入

(万行)③
(万円)

トラベノレ
:=t:i裂l'I'J11十組fi 効果

(万円)② [①+②ー③}
コスト

E見tE 780 890 I 1川 。 30 。 600 2，770 

笠岡市負担分回収[ 680 650 1，500 100 26 260 600 2，490 

入場料金収入役大 390 230 850 300 15 450 600 1，320 

注:1) トラベルコストによる経済餓値及び経済波及効袋三平{比政支は，入場者ム数に比例するものとし計測した

2)ぎ空間rti負担分・入湯料収入最大11寺の主続的評慨は，入場料金支払い綴をまをしヲ!いたものである
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表 3. 各イベントの評価及び来年度の参加意向との

関係

イベント 得点
来年度の参加

意向との関係

ひまわり畑 1.8 0.1ア

航空ショー 4.4 

遊覧飛行 3.7 0.32絹傘

干拓地特産物の販売 3.6 0.21柿

子供広場 3.4 

フリーマーケット 3.3 0.25" 

飲食屋台 3.7 0.25" 

注:1)参加意向との関係は， Pearsonの相関関係を表し

ている "は， 1%水準は5%水準で有意である

数伎が類、い項目に関しては，有意な関係が見られ

なカミっTふ

そこで，ひまわりカーニバルで開催されているイ

ベントに対する評価及び来年度の参加意向との関係

を明らかにした(表 3) 3). その結果，①高評価か

っ参加意向への正の影響を持つイベント(遊覧飛行・

干拓地特産物の販売・フリーマーケット・飲食屋台)， 

c?:低評価だが参加意向への正の影響を持つイベント

(ひまわり畑)の 2パターンの関係が見られた.前

者に関しては，現在の評価を下げない努力が必要で

ある 後者に関しては，評価の向上に向けた取り組

みが必要である.

7. まとめ

木研究では， トラベルコスト法と来場者の主観的

な評価とを尽いて，ひまわりカーニパルの持つレク

レーション価値(約 1，700万円)の計測を行った.

また， レクレーション価値に経済波及効果を加えた

社会的経済価値総評価額が約 3，300万円であること

を明らかとした.現在の開催費用総額約 600万円と

比較すると，ひまわりカーニパル開催の意義は，大

きいと考えられる.また， 100円/人の入場料金を

諜すことにより，笠岡市が負拐している開催費用約

(308) 

250万円の回収が可能であることが明らかとなっ

た. しかしながら，現在の入場者数では，開催費用

総額の田収は不可能であり，今来場者数の増加に向

けた取り組みの検討が必要であることを明らかにし

た.更に，アンケート結果に基づき，来場者増加に

向けた対策の方向性を示唆した

t主1)今回の調査サンフ。ノレでは，近燐住民よりも途方か

らの来訪者の方が多く見られた(図い表 1参照).

そのために， トラベノレコスト法を適用したひまわ

りカーニパノレに対する需要曲線は，従来の右下が

りの形状とは異なるものとなる.そこで，今回の

トラベルコスト法による経済価値の計苦手jには，サ

ンプノレのトラベルコストの割合を来場者全体に拡

張することにより， i直接的に消費者余剰の大きさ

を計測した.

2) 会場までの所要時間と入場料金の最大支払い意志

額との間に，正の組関 (0.262)が見られた， これは，

回答者が会場までのトラベノレコストへの認識が不

十分であった可能性がある.アンケート方法や質

問表の改良等が，今後の課題となる.

3) イベントの言平仮，参加:意向とも 5段階評価で実施

した.得点が高いほど評価及び参加意向が大きく

なる.

4) 2006年は，天候の影響でひまわりの涛花が遅れ，

ひまわりカーニパル開催時には5部程度の開花で

あった 現在は，播種であるが天候の影響を受け

にくい，首の移植等も検討が必要である
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